
光赤外線天文学大学間連携OISTER
観測企画運営委員会の活動報告

観測企画運営委員会 村田 勝寛（京都大学）、

久保田尚之、高木聖子 （北海道大学）、金井昂大、大朝由美子（埼玉大学）、 瀧田怜 （東京大学）

高橋一郎（東京科学大学）、楠根貴成（名古屋大学）、野上大作（京都大学）

高橋隼（兵庫県立大学）、中岡竜也（広島大学）、永山貴宏 (鹿児島大学)

オイスター星雲（oyster） 
せいめい望遠鏡/TriCCS
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OISTERワークショップ

毎年開催で第１６回目、鹿児島大学で初開催

現地・オンラインあわせて78名参加

本研究会は、自然科学研究機構国立天文台研究交流委員
会（ NAOJ-RCC-2501-0205 ）の助成を受けています。

OISTER外からも18名の方に参加して頂いています

第14回＠東工大 第15回＠姫路、兵庫県立大ホスト第13回@名古屋大

第10回@倉敷、京大ホスト

第１１回オンライン、 
広島大ホスト
第12回オンライン
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今日のお話

• OISTERの紹介

• 観測企画運営委員会の活動

• 直近１年の活動、成果
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OISTERとは？
国立天文台と光赤外線の望遠鏡を持つ・運用する国内9大学が参加するプロジェ
クト

事業骨子

• 大学での可視赤外線天文学の教育と研究を促進

• 大型望遠鏡では達成困難な最先端研究分野を開拓

• 時間領域天文学／突発天体の重点観測

• 大学と国立天文台が共同で推進

科学目的

• 大学所有の機動性の高い中小口径望遠鏡のネットワーク化

• 可視光・近赤外線における連続・多モード観測の充実

• ガンマ線バーストや超新星、重力波源の光学同定を初めとする突発現象を、共同で重点的にフォローアップ観測

各々の目的で運用されている中小口径望遠鏡群を可能な範囲で連携させ、ユニークな時間領域天文学を推進、教
育に活用



OISTERの観測ネットワーク

https://oister.kwasan.kyoto-u.ac.jp

④ Tokyo Tech
MITSuME Akeno
0.5m

① Hokkaido U
Pirka
1.6m

⑩ Kagoshima U
1.0m telescope

⑪ NAOJ
Murikabushi
1.05m

③ U of Tokyo
Kiso Schmidt
1.05m

⑥ U of Hyogo
Nayuta
2.0m

⑦ Kyoto U
MITSuME Okayama
0.5m
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⑤ Kyoto U
0.4m telescope
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② Saitama U
SaCRA
0.55m

Nagoya U
IRSF1.4m

South Africa

⑨ Hiroshima U
Kanata
1.5m

⑧ Kyoto U
Seimei 
3.8m

• 国内１1台、海外１台の望遠鏡
• 多波長（可視・近赤外）・多モード
• 多地点 → 天候リスクの低減
• 南アフリカ → 南天
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連携観測を使った研究と教育の二本柱
第一期：2011-2016年度

• 光学・赤外線大学間連携の観測ネットワークの構築

• 連携観測のための環境構築・整備

• 遠方ガンマ線バーストなどの突発現象の観測

• 教育事業

第二期：2017-2021年度

• 光学・赤外線大学間連携の観測ネットワークの活用（大型望遠鏡では困難な最先端の共同研究を行
う）

• 重力波・ニュートリノの起源天体探査・超新星爆発などの突発現象の観測

• 教育事業

第三期：2022-2027年度

• マルチメッセンジャー天文学、広義の時間領域天文学の推進

• 教育事業

個々のメンバー・機関が興味ある天体・現象の連携観測



第3期（2022年度-）採択への
取り組み・対応

国立天文台2022年度概算要求

• 第三期（2022年度-）に向けて国立天
文台執行部と協議、Science White 
Paperを作成して提供、最終的に自然
科学研究機構のミッション実現枠カテ
ゴリのプログラムの一部として採択
「マルチメッセンジャー天文学・時間
軸天文学の推進」

正式なNAOJプロジェクトではないもの
の、それに準じるものとして毎年、予算
措置評価の対象に2021年度に国際外部
評価を受けた。

系外惑星フレア

新星・矮新星

X線連星
ガンマ線バースト

超新星

活動銀河核

太陽系惑星

前主系列星

重力波

ニュートリノ

太陽系天体

重力波は日本の重力波追観測グループJ-GEMに参加することで主に観測

第3期に向けたホワイトペーパー



観測企画運営委員会とは？

光赤外線天文学大学間連携規約より一部引用

本事業に参加している組織から1-2名を選出し、事業を円滑に進める現場レベル
の実務担当を担う観測企画運営委員会を設置する。

本委員会で方針や決まり事などを審議・提案し、運営協議会および他のメンバー
への了承を得る形で事業を進める。

＜以下略＞
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観測企画運営委員会の活動
観測企画運営委員会の開催 （１－２ヶ月に１回、2025年１月以降に8回開催）して以下を進めている。カッコ内は主な取りまとめ担当者（敬称略）。

今年度の新たな取り組み・相談は赤字

• 観測提案の募集、観測調整、検討会・進捗報告会の開催 （村田、久保田、楠根、中岡）

• 教育プログラムの開催

• 短期滞在実習（OISTER大学に加えて、昨年度よりNAOJハワイ観測所協力のもと学生がハワイ観測所で実習） （大朝、高橋隼）

• 装置開発講習会 （大朝、高橋隼）

• データ解析講習 （中岡）

• OISTER談話会 （金井、村田）

• ワークショップの開催、準備、旅費補助のための外部資金申請、学生賞 （永山、村田、瀧田、小路口、委員全員＋泉浦、太田）

• マルチメッセンジャー関係の情報共有 （高橋一郎）

• データサイエンス講習会の開催、機械学習講習会の開催検討 （中岡、高橋一郎）

• OISTER web, wikiの管理・更新 （高橋一郎、村田、野上）

• データ共有 WebDavの管理 （村田、野上）

• 実績値の収集・まとめ （委員全員） =>  国立天文台サイエンスロードマップ、中間評価

• かなた望遠鏡プリウェット講習 （中岡）

• 国際会議EAMAへの参加費補助 
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OISTER観測提案の募集

• 申し込み資格者：PIはOISTER所属機関、Co-PI は機関外であっても可 

• ToO（突発現象）とキャンペーン（time critical）の2 種 

• せいめい望遠鏡の募集 に合わせて、定期募集（年二回）と随時募集

• 提案は1年有効 

• ToOに限り、随時募集を受け付け 

• 観測受け入れ可否は各機関の裁量

次回の募集は4－5月頃〆切

観測提案〆切後に観測検討会を開催：PIが実現したい観測を相談。各機関の望遠鏡・装置の向き・不向

きを確認。逆提案もある。観測イメージを共有し、円滑な観測を促す。PI（参加がどうしても難しい場合は

Co-PI, Co-I）が必ず出席。
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第3期で予定していた観測対象

赤丸は観測提案が応募さ
れている  and/or 観測さ
れている

FRB
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観測提案に基づき実施された観測件数
24FYの観測件数 5件
（うち2件は２３FYからの継続モニター）
• ToO 3件
• キャンペーン 2件

天体種類
• X線連星 1件
• 超新星 1件
• AGN・ブレーザー 2件
• 太陽系天体 1件

２５FYの観測件数  3件
• ToO 1件 （24FYからの継続）
• キャンペーン 2件
天体種類
• 超新星 1件
• AGN・ブレーザー 1件
• 太陽系天体 1件

16FY-22FYはOISTER観測まとめテーブルの情報をもとに年度単位で作成
現時点で集計
１回の観測発動で複数天体観測した場合も1件としてカウント

ToO・キャンペーン観測件数の推移（年度で集計）

第3期

観
測
件
数

2024

5件

3件

202５
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進捗報告会の開催

• 観測を発動したPIが観測と解析の状況、研究の進捗、論文化の見込みなどを報告

• 機関側としては望遠鏡・装置ごとのデータ使用状況を把握でき

• 提案者側も得られたデータについて相談できる

zoom開催、OISTERメンバーどなたでも参加可（MLで通知）

2024年度

 ５月  口頭報告 6件, 書面報告 5件

１１月 口頭報告４件, 書面報告 6件

2025年度

6月 口頭報告 4件, 書面報告 ７件
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OISTER連携観測による成果
（査読あり論文）

大学間連携事業による成果
（査読あり論文）

OISTER連携観測による成果
（プロシーディングス、

GCNC, ATelなど）

大学間連携事業による成果
（プロシーディングス、

GCNC, ATelなど）

大学間連携事業による成果
＝一部の機関を利用、大学間連携
事業で雇用された研究者による成
果などを含む

現在9名が連携予算で雇用

研究成果 2011-2024FY

４

3
8

8
0
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Yoshitake et al. 2024

OISTER可視光・赤外線の４望遠鏡データを含むSED解析か
ら、ブラックホールX線連星 MAXI J1820+070のミニアウト
バースト中の降着円盤・ジェットの進化を求めた

なゆた SaCRA MITSuME明野・岡山
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Horiuchi, Toba et al. 2024
アーカイブデータおよびOISTERの可視光4台
の望遠鏡による長期モニタリングから、クエー
サー。周期性を示唆
=> 明日の午後に講演

Kanai, Oasa et al. 2024
SaCRA望遠鏡用に開発されたMuSaSHIをぐんま天文
台150cm望遠鏡へ搭載し、観測視野拡大と測光精度向
上のためのレデューサーを開発・導入。SaCRA比でrバン
ド限界等級を約1.5等深くする高精度な多波長同時測光
観測を実現 
=> 次のセッションで講演

むりかぶし SaCRA MITSuME明野・岡山 ぐんま150cm  SaCRA
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OISTERネットワークの成果：査読論文数の推移
２０２４FY
• Yoshitake et al., 2024, “Evolution of accretion disk 

structure of the black hole X-ray binary MAXI 
J1820+070 during the rebrightening phase” （D論にも）

• Tampo et al., 2024, “MASTER OT 
J030227.28+191754.5: An unprecedentedly energetic 
dwarf nova outburst”

• Kanai et al. 2024, “Installation of Multi-wavelength 
SimultaneouS High throughput Imager and polarimeter 
(MuSaSHI) for Multi-color Imaging Observations on the 
Gunma Astronomical Observatory 150cm Telescope”  （D
論にも）

• Horiuchi, Toba et al. 2025, “The possible long-term 
periodic variability of the extremely luminous quasar WISE 
J090924.01+000211.1” 

2025FY
• Zhang et al., accepted by ApJ, Multiband Optical 

Photometric and Spectroscopic Monitoring of the 2024 
Flare Event in Transition Blazar OP313 （D論にも）

第3期

OISTER webをもとに「OISTERネットワークによる成果」の査読論文数をも
とに作成。2024年度末までは網羅

論
文
数

ToO・キャンペーン観測、OISTER関連装置の論文

2024

4本

OISTERの活動を通じて、投稿論文が生まれ、博士号取得にも貢献 19



OISTERの学位取得者数

２０２４FY

- 学士 17

- 修士 16

- 博士  8
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OISTER談話会
OISTER観測に関連したテーマを中心にした談話会。学生教育の一環

2025年度は1回開催、残り2回開催予定、zoom開催

• 第11回 紅山仁 氏  （コートダジュール天文台・東京大学） 「中小口径望遠鏡の活用を含めた微小地球接

近小惑星の観測的研究」 tennet, gopiraでも案内

今後の予定、第１２回 山本広大氏 （京都大学岡山天文台） せいめい望遠鏡/SEICA 補償光学

第5回以降は動画・スライドをOISTER内部 wikiで公開中
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OISTERの教育活動

連携観測の機会

ワークショップ（学生賞）

談話会

短期滞在実習

装置開発講習会

＝＞ この後のセッションで報告（大朝さん、高橋隼さん）

天文データサイエンス講習会（OISTER内で動画・教材公開中）

データ解析講習会

かなた蒸着プリウェット体験

＝＞ この後のセッションで報告 （中岡さん）

講師：広島大学 植村 誠 氏

短期滞在実習
埼玉大3名がせいめい実習

ワークショップ、学生賞受賞者の皆さん

天文データサイエンス講習会
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OISTER web, wiki
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OISTERで検索
過去のワークショップスライド、望遠鏡・装置、談話会情報など



将来計画：第４期に向けて

24

• 第三期OISTERは2027年度
まで

• ２０２６年度中に第４期の計画
を具体化していく必要

• 今年度、国立天文台サイエン
スロードマップなどで将来計
画について検討を進めている。
サイエンスとしては広い意味で
の「時間領域天文学」,（MMA
を含む）だろう

• 今回のワークショップ

昨年度ワークショップでの報告スライド



まとめ

• 論文数が増加

• OISTERの観測・開発で論文化、博士号取得へとつながる好循環

• 教育活動も、既存の活動に加えて、新たな活動も複数実施

来年度のワークショップ開催ホスト募集中

本研究会は、自然科学研究機構国立天文台研究交流委員会（ NAOJ-RCC-2501-0205 ）の
助成を受けています
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